
平成27年度行政評価　事務事業評価シート（平成26年度実績）

事務事業コード 010102010 予算コード 01080020 従事人員(人) 投入コスト(千円) 評価 評価点

事務事業名 相談事業 正規職員数 国庫支出金 有効性

担当課 人権推進課 嘱託職員数 府支出金

法定受託以外の法令 臨時職員数 市債 効率性

■条例・規則　■要綱・要領　 歳出(千円) その他

人件費総額 一般財源 妥当性

減価償却費

受益者負担

事務事業類型 運営事業 評価区分 フルコスト(千円) 緊急性

実施手法 市直営 市民1人当りコスト(円)

対象 活動指標 H26実績 公的関与

不特定の市民 対象数

実施主体・委託化

事業の内容

他の事務事業との関連

成果指標 H26実績 透明性

財政健全化計画

財政健全化の取組

コスト指標 H26実績 改革改善プラン達成度

事業の目的

（１）人権侵害ケースワーク事業　（２）総合生活相談事業　（３）

進路選択支援事業　（４）地域就労支援事業

広くあらゆる分野の相談（総合生活相談）に対応し、住民の自立支

援、福祉の向上に資する。


根拠法令等

大阪府総合相談事業交付金交付要綱、大阪府補助金

交付規則

市内在住、在勤

13,095

0

0.4

0

3,095

18,638事業費

0.2

21,733

215

人権侵害ケース（相談）件数

8,638

総合生活（相談）件数

進路選択支援（相談）件数

地域就労支援（相談）件数

　

人権侵害ケース（相談）件数

総合生活（相談）件数

進路選択支援（相談）件数

地域就労支援（相談）件数

相談一件あたりの経費

326.0

343.0

37.0

139.0

326.0

343.0

37.0

139.0

25,719.0

該当なし

Ｂ

Ｂ

Ｂ

該当なし

Ｃ

Ａ

該当なし

該当なし

事務事業実施内容

人権侵害ケースワーク事業　３２６件

地域就労支援事業　　　　　１３９件

進路選択支援事業　　　　　　３７件

総合生活相談事業　　　　　３４３件

      合　計　　　　　　　８４５件

Ｂ

Ａ

Ｃ

相談したくても相談しにくい状況にある人の相談をひろいあげるためには

相談窓口の数は多い方が望ましく、なおかつそれぞれの窓口がワンストッ

プサービスできることが望ましい。

一次評価 Ｂ


